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（価格は税込、送料込み）

　ダイハツは2007年に暦年で初となる軽自動車シェアトップを確保し、売上高と純利益で過去最高を更
新するなど、創立100周年となる年を最高の形で迎えることができた。08年3月期連結決算も6期連続
の増収増益になるとともに、過去最高の売上高、各段階利益を更新し、2008年上半期のブランド別販売
台数についても、前年同期比0.7%増の34万3,583台と2年連続トップとなるなど好調に推移している。
　本書は、トヨタグループのスモールカーメーカーとして軽自動車と小型車の開発体制を明確に分けて
商品開発機能強化を図り、国内外において重要な役割を担うダイハツと同社を支えるグループ企業、協
力会組織の協友会、青葉会、部栄会、車栄会加盟企業、及び2～3次協力メーカー450社における生産、
販売、購買、海外戦略などの企業動向を独自取材により明らかにした調査資料です。貴社にて是非ご利
用下さい。

発刊にあたり

《 内 容 見 本 》　「ダイハツグループの実態 2009年版」より

ダイハツグループの実態 2009年版

   　環境にやさしい軽自動車でシェアトップ！
ダイハツのグローバル戦略を徹底解明！

第Ⅱ－１表　車名別部品調達状況(4)

会　社　名 乗用車 商用車 受託 納　入　部　品　・　備　考
納入
比率

しげる工業(株) 1,13 2,3 － (直納)乗用車─(1,13)･商用車─(2,3)にｲﾝｽﾄﾙﾒﾝﾄﾊﾟﾈﾙ この他ﾃﾞｯｷﾄﾘﾑ､ﾊﾞﾝ
ﾊﾟｰ等

10.0%

(株)ショーワ
1,2,
4～7,
9,12,14

1～3 -
(直納)乗用車─(1,4～7,9,12,14)にｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞ､(2,5,7,9) にｽﾃｰAssyﾊﾞｯｸﾄﾞｱ
商用車─(1～3)にｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞ 1.3%

シロキ工業(株) 全車種 全車種 -

(直納)乗用車─全車種にﾄﾞｱﾁｪｯｸ､(4,8)にﾄﾞｱｻｯｼｭ､(1,2,6～8,10,11,14)にﾓｰﾙ
ﾃﾞｨﾝｸﾞ､(3)を除く全車種にﾚｷﾞｭﾚｰﾀ､(2～12)にﾄﾞｱﾋﾝｼﾞ 商用車─全車種にﾚ
ｷﾞｭﾚｰﾀ､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､(1)にﾄﾞｱﾋﾝｼﾞ
(間接)富士ｼｰﾄ､富双ｼｰﾄ経由で乗用車─(1～7,9,10,14) ･商用車─(1,4)にｼｰﾄﾘ
ｸﾗｲﾅ 乗用車─(2,5,14)･商用車─(4)にｼｰﾄｱｼﾞｬｽﾀ(商流は全てﾀﾞｲﾊﾂとの直
取引)

8.0%

新神戸電機(株) 12,14 2,4 －
(直納)乗用車─(12,14)･商用車─(2,4)に樹脂ｲﾝｼｭﾚｰﾀｰ この他竜王第2工場
へKD部品
(間接)ﾃﾞｨｰ･ﾋﾞｰ･ｴｽ経由で汎用ｴﾝｼﾞﾝに樹脂ｲﾝｼｭﾚｰﾀｰ

0.1%
以下

(株)新日鍛 全車種 1 － (直納)乗用車─全車種･商用車─(1)に車載工具 40.0%

(株)新満電 4,6,7,
9～11

1 － (直納)乗用車─(6,7,9～11)にﾜｲﾔｰﾊｰﾈｽ､(4,7)にﾊﾞｯﾃﾘｰ　商用車─(1)にﾜｲﾔｰﾊｰ
ﾈｽ

45.0%

(株)杉浦製作所 全車種 全車種 1～3

(直納)乗用車･商用車─全車種･受託─(1～3)にﾅｯﾄ･ﾎﾞﾙﾄ･ﾌﾟﾗｸﾞ･その他各種
ねじ類
(間接)ﾅﾐｺｰ､ﾕﾆﾃｸﾉ経由で乗用車･商用車─全車種･受託─(1～3)にﾅｯﾄ類(商流
は全てﾀﾞｲﾊﾂとの直取引)

4.5%

スタンレー電気(株)
1,4,6,
7,9,12,
14

2 2
(直納)乗用車─(1,4,12,14) にﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ､(4,12)にﾌｫｸ゙ ﾗﾝﾌﾟ､(12)にﾊｲﾏｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟ
ﾗﾝﾌﾟ　商用車─(2)にﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ　受託─(2)にﾘﾔｺﾝﾋﾞﾗﾝﾌﾟ
(間接)ｲﾉｱｯｸｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ経由で乗用車─(4,6,7,9)にﾊｲﾏｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟ

1.5%

住電トミタ商事(株) 全車種 全車種 －

(直納)乗用車─(1～6,8,10,12 ～14)にﾜｲﾔｰﾊｰﾈｽ､ﾘﾚｰﾎﾞｯｸｽなど､(3～5,7～
9,11,13)にｴﾝｼﾞﾝﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｷｬｯﾌﾟ 商用車─全車種にﾜｲﾔｰﾊｰﾈｽ､ﾘﾚｰﾎﾞｯｸｽなど､
(1 3)にｴﾝｼﾞﾝﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｷｬｯﾌﾟ

20.0%

第Ⅱ－２表　エンジン諸元(ガソリン)

エンジン エンジン ﾊﾞﾙﾌﾞ ﾊﾞﾙﾌﾞ 排気量 内径×行程 最高出力 最大トルク 燃料供
型式 種類 数 制御 (cc) (mm) (kW/r.p.m) (N･m/r.p.m) 給装置
3SZ-VE 直列4気筒DOHC 16 DVVT 1495 72.0×91.8 10.0 80/6000 141/4400 EFI ｸｰ CX､CX-Limited

ﾋﾞｰｺﾞ CX､CL
K3-VE 直列4気筒DOHC 16 DVVT 1297 72.0×79.7 10.0 68/6000 123/4400 EFI ｸｰ CL､CS､CX-Limited

ﾌﾞｰﾝ CX､ｶｽﾀﾑ
1KR-FE 直列3気筒DOHC 12 DVVT 996 71.0×83.9 10.5 52/6000 94/3600 EFI ﾌﾞｰﾝ CL､CLﾘﾐﾃｯﾄﾞ

KJ-VET
直列4気筒DOHC
ｲﾝﾀｰｸｰﾗｰﾀｰﾎﾞ 16 DVVT 936 72.0×57.5 8.3 98/7200 133/3600 EFI ﾌﾞｰﾝ X4

JB-DET
直列4気筒DOHC
ｲﾝﾀｰｸｰﾗｰﾀｰﾎﾞ 16 － 659 61.0×56.4 8.2 47/6000 110/3200 EFI コペン Copen

EF-DET 直列3気筒DOHC 12 － 659 68.0×60.5 8.5 47/6400 103/3200 EFI ﾑｰｳﾞ ﾗﾃ COOL TURBO
ｲﾝﾀｰｸｰﾗｰﾀｰﾎﾞ 107/3600 ﾃﾘｵｽｷｯﾄﾞ ｶｽﾀﾑX､ｶｽﾀﾑL､L

EF-VE 直列3気筒DOHC 12 DVVT 659 68.0×60.5 10.5 43/7600 64/4000 EFI ﾑｰｳﾞ ﾗﾃ COOL VS､VS､L

ﾐﾗ ｼﾞｰﾉ
MINILITE､Premium
X､Premium L､L

37/5900 63/4000 ﾊｲｾﾞｯﾄ ｶｰｺﾞ ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ
KF-DET 直列3気筒DOHC 12 － 658 63.0×70.4 9.0 47/6000 103/3000 EFI ﾑｰｳﾞ ｶｽﾀﾑ RS､R Limited

ｲﾝﾀｰｸｰﾗｰﾀｰﾎﾞ ﾑｰｳﾞ ｺﾝﾃ ｶｽﾀﾑ RS
ﾀﾝﾄ ｶｽﾀﾑ RS
ｿﾆｶ RS Limited､RS､R
ﾐﾗ ｶｽﾀﾑ RS

47/5700 103/2800 ｱﾄﾚｰﾜｺﾞﾝ
ｶｽﾀﾑﾀｰﾎﾞ RS Limited､ｶ
ｽﾀﾑﾀｰﾎﾞ RS､ｶｽﾀﾑﾀｰﾎﾞ

ﾊｲｾﾞｯﾄ ｶｰｺﾞ ｸｰﾙｽﾞﾀｰﾎﾞ
KF-VE 直列3気筒DOHC 12 DVVT 658 63.0×70.4 10.8 43/7200 65/4000 EFI ﾑｰｳﾞ X Limited､X､L

ﾑｰｳﾞ ｶｽﾀﾑ X Limited､X､L

ﾑｰｳﾞ ｺﾝﾃ X Limited､X､
L Limited､L

ﾑｰｳﾞ ｺﾝﾃ ｶｽﾀﾑ X

ﾀﾝﾄ X Limited ｽﾍﾟｼｬﾙ､
X Limited､X､L

ﾀﾝﾄ ｶｽﾀﾑ X Limited､X､L
X Limited"SMART
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◆ 申 込 方 法

第Ⅰ部では、ダイハツの沿革、事業内容を群報するとともに、各種統
計資料を用いて自動車産業における国内外での位置を明らかにしてい
ます。また、商品構成、エンジン、パワートレイン、サスペンション、
ブレーキなど各部位の概要や、安全、環境対応など既存技術と新技術
を解説しています。さらに、トヨタ自動車、富士重工との国内外での
提携概況についても明らかにしています。

第Ⅱ部では、国内における生産、販売体制を明らかにするとともに、
各々の状況を車名別など各種統計を用いて解説、また、今後の生産・
販売計画、研究開発体制、設備投資状況についても解説しています。

第Ⅲ部では、ダイハツの購買体制と購買戦略をみていくほか、グルー
プおよび協力会組織の｢協友会｣加盟企業約200社を対象とした部品調
達状況を詳報します。

第Ⅳ部では、ダイハツの海外事業をアジア、欧州、その他地域に分
け、各地域での現況と今後の動向を明らかにするとともに、輸出台数
推移、輸出計画についても掲載しています。

第Ⅴ部、第Ⅵ部では、ダイハツの運営体制及び全職制、グループ企業
との資本・人事交流を明らかにするとともに、グループ各社、協友会
加盟企業など450社余りの概要、取引状況、生産体制、事業計画を調
査・報告しています。


